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2019年度県予算、本会議にて承認される

命と暮らしの基盤重視 （交流人口拡大に新施策を）

施策のポイント

※19年度末の県債残高（見込み）2兆4,580億円[うち臨時財政対策債が6,980億円]　※19年度当初の財源対策的基金残高（見込み）272億円程度　※1億円未満は四捨五入

一般会計 1兆2,597億円  1.7％増

2,551億円
2,377億円
378億円
2,815億円

歳　入
県 税
地方交付税
繰 入 金
県 債

1.5％増
3.8％減
12.6％増
5.8％増

2,438億円
3,024億円
2,021億円
2,810億円

歳　出
人 件 費
公 債 費
普通建設事業費
補 助 費 等

0.6％減
2.6％増
14.6％増
0.3％増

県民の医療・健康データベースを構築するプロジェクトの推進
県立十日町看護専門学校の開校準備
介護人材の確保推進

1億5,091万円
1億9,251万円
1億5,165万円

医療・福祉

東電柏崎刈羽原発の安全性を巡る「三つの検証」
県地震被害想定調査事業
地域の防犯力向上推進事業

計6,311万円
3,579万円
1,000万円

原発・安全安心
治水・土砂災害対策などの防災・減災対策
県管理道路のパトロール、路面の修繕
堤防の一斉点検など施設機能保全費

807億円
36億1,594万円
3,625万円

公共事業

にいがた園芸新時代プロジェクト事業
県産材利用促進戦略事業
中国輸出販路開拓事業

3億8,744万円
1億3,032万円
1,105万円

農林水産業

いじめ対策の強化
県立高校の冷房整備
県民会館の改修

計4億5,451万円
2億7,954万円
2億　550万円

教育・文化

起業・創業の意識醸成や後押し、育成を一貫支援
洋上風力発電の導入に向けた調査
東南アジアへの観光プロモーション強化

2,600万円
1億1,852万円

509万円

産業・観光

新潟空港国際線の新規就航促進
羽越新幹線の早期実現に向けた調査や機運醸成
クルーズ船の誘致推進

5,045万円
326万円
1,775万円

交通

目的別歳出予算構成比 労働費
3,070（0.2） 災害復旧費 8,878（0.7）

議会費 1,458（0.1）
予備費 300（0.0）

県民生活・環境費
10,282（0.8）

教育費
180,786
（14.4）

  総務費
29,379
（2.3）

警察費
52,829
（4.2）

諸支出金
124,662
（9.9）

土木費
159,700
（12.7）

県債費
303,296（24.1）

産業費
120,524
（9.6）

社会保健費
170,675
（13.5）

社会保健費
170,675
（13.5）

農林水産業費
93,871
（7.5）

農林水産業費
93,871
（7.5）

歳出総額
1,259,710
（100）

単位：百万円
（）内は構成比％

●県民の命と暮らしを守るため「防災・減災」対策の公共事業を手厚く
●地域経済を成長させるため「起業・創業の推進」「交流人口の拡大」にも予算を盛った
●4月から観光局を独立部局に格上げ、インバウンドの取り組みに注力
●県立ガンセンター新潟病院がん予防総合センターのコンピューター断層撮影（CT）装置を更新
●デビュー3年目となる「新之助」ブランド定着事業費も見込む
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地域のことでご要望がありましたら左記まで
お問い合わせください。詳しい内容等は
ホームページに掲載しておりますのでご覧
ください。

●ご意見・ご要望はこちらまで

TEL.025-381-2355  FAX.025-381-2165

１月２５日（金）、花角知事に平成３１年度
県予算編成に係る要望を行いました。

2月10日（日）、党大会に出席。
新潟県連合会が優秀党組織表彰を安倍総裁よ
り受賞致しました。

活動実績
現実と向き合い本音で行動

原子力発電に対する考え方
花角知事が約束している通り、安全性に関する「三つの検証」をしっかり進め、

その結論が示されるまで再稼働の議論はしません。
将来的には原発に依存しない脱原発社会を実現するため、原発に代わる

自然エネルギーの導入・普及を目指します。

聴く政治で 効く政治を
伸び伸びと

●少子高齢化対策の拡充（出産子育てなど）
●高齢者、障がい者に向けた支援充実
　（バリアフリーなど）
●障がい者への偏見と差別の解消
●生活困窮者の状況に応じた自立支援等の
　実施

1
もっと身近に！ もっと元気よく！

暮らせる
　街の実現

●救急医療対策の推進
●地域防犯対策の啓発
●犯罪弱者への安全確保
●災害に強い地域つくり

安全に安心して
もっと身近に！ もっと元気よく！

暮らせる
　街の実現2

●きめ細かな道路整備を推進　　
●交通弱者への安全対策推進　　　
●ＪＲ二本木駅開設準備の促進

快適に
もっと身近に！ もっと元気よく！

3 移動できる
　交通網促進と整備

●特色のある地場産業の振興　　
●雇用の創出と若者への就職支援拡充
●中小企業の事業継承を支援　　
●起業、創業を支援

活力ある4
もっと身近に！ もっと元気よく！

地域経済の振興

●未来展望型農業を展開　　　　
●企業経営感覚を持つ人材の育成
●園芸作物の生産支援　
●食の安全を徹底確保

次世代型農業
もっと身近に！ もっと元気よく！

の実現5

●奨学金制度等の充実
●部活動の環境整備　　　　　　
●子ども医療費助成の推進
●いじめ防止等の取組支援
●生涯学習の環境づくり

学びやすく
もっと身近に！ もっと元気よく！

6 活躍できる
　地域に

安全・安心な新潟県を目指して

超大型台風や集中豪雨、豪雪や地震など自然災害が多く発生しています。災害に強い
県土づくりに向けて、河川改修や砂防事業、道路整備など、万全な対応を図ります。

若者雇用の場の確保をはじめ、Uターン、Jターン、Iターン希望者へのマッチング、婚活
支援や人口交流などあらゆる施策を総動員し、新潟に活力を取り戻します。

人口減少対策について2

災害に強い県土を作り、県民の安全と安心を守る1

安心な子育て環境整備を3
県民の健康寿命を延ばす4
活力ある新潟の現実に向けて5

安心な出産体制を確保するとともに、病児、病後児保育の充実など、子育て環境の整備
を図り、働く女性が安心できる環境をつくります。

がん撲滅を目指し、がん対策推進条例を改正しました。県民の健康増進に向けて、スポ
ーツ振興に関する条例も提案する予定です。

AIやIoTなど最先端技術の導入で、新たな成長産業を育てます。起業・創業に挑戦する
人、事業拡大を目指す中小企業、農業にチャレンジする人を応援します。

2月28日の県議会産業経済委員会において、県が誘致を目指す風力発電を巡り、県は国が指定する洋上

風力の「促進区域」を目指すこととなりました。

2019年度に本県海域での適地を示す「ゾーニングマップ」作りに着手し、一定のエリアを選定して誘致に

向けた環境を整える方針です。県は関連団体による「連絡協議会」を今年1月に開き、既に国などの動向を

共有。次に具体的な課題を洗い出す「研究会」を立ち上げる

予定となっています。促進区域に選ばれれば法に基づいた

議論が出来る事となり、ゾーニングマップは環境や漁業・景

観などの影響を踏まえて作るため、風力発電の誘致が円滑

になると期待されます。これらの作業にも佐藤純はこれから

も精力的に係わって参ります。

促進区域の指定を目指し、
洋上風力の地域選定へ動き出す！

洋上風力発電などについて議論した産業経済委員会
＝ 2月28日、県議会


